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　　　　　Prof，　Maruta’s　Surgical　Clinic，　Shinshu　Un呈versity

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一暦詳細に解明するためには，酵素学的研究が必要で

　　　　　　緒　　言　　　　　　　　　　　　　　　あるが，エネルギー代謝には多数の酵素が関与して

　著者は第一編において結節性甲状腺腫の組織呼吸　　　おり，それらすべてを追求することは困難である。本

並びに解糖作用について研究し次の如ぎ知見を得た。　　　編では結節性甲状腺腫の組織並びに血蒲について組

すなわち，単純性結節性甲状腺腫の組織呼吸は，コロ　　織呼吸系の酵素としてmalic　dehydrogenase（以

イド腺腫では正常値或いはそれに近い値を示すが，　　　下MDHと記す），解糖作用系の酵素としてlactic

濾胞状腺踵・管状腺腫・索状腺腫・乳頭状腺腫等はい　　　dehydrogenase（以下LDHと記す）の活性値を測

ずれも高値を示す。甲状腺癌の組織呼吸は，乳頭状腺　　　定して，第一編の成績た酵素学的検討を加えた。なお

癌が著しい高値を示すのに反し，濾胞状腺癌・単純癌　　　第一編におけると同様にパセドウ甲状腺腫についても

は正常値に近い値を示す。又単純性結節性甲状腺腫　　　比較検討した。

の好気的並びに嫌気的解糖作用は，コロイド腺腫の多
くは正常値を示すのに対し，濾胞状腺腫．管状腺腫．　　　　　　　　実験方法

索状腺腫・乳頭状腺腫等はいずれも高値を示す。甲状　’　　　　1　実験材料

腺癌の好気的並びに嫌気的解糖作用は単純癌・濾胞状　　　　単純挫結節性甲状腺腫の手術に際して・結節より離

腺癌・乳頭状腺癌の順序に高値を示し，とくに好気的　　　れた部位の正常甲状腺組織を切除してこれを対照とし

解糖作用は著しい高値を示した。さらに好気的解糖作　　　た。対照及び甲状腺腫組織は切除後速やかにRinger

用組織呼吸比をみると，単純性結節性甲状腺腫ではコ　　　液で洗灘し，wet　weight　100㎎に0・25　M・庶糖液

ロイド腺腫の2例が軽度の低値を示すほかはすべて　　3ccを加えてHomo齢nlzerにて粥状とし・適当量に

正常値で，甲状腺癌は明らかな高値を示し，他の甲状　　　稀釈して700×G・15分聞冷凍遠沈を行なつた。

腺腫との間に明白な差違があるが，甲状腺癌を組織像　　　　」血滴については，血液採取後溶血しないように注意

別に検討すると，発育が速く悪性度の高い単純癌及び　　　しつつ速やかに分離して酵素活性の測定に供した。

濾胞状腺癌の好気的解糖作用組織呼吸比は，発青が緩　　　　なお，単純性結節性甲状腺腫並びに甲状腺癌の手術

慢で悪性度の比較的低い乳頭状腺癌のそれに比して著　　　に際しては術前処置として抗甲状腺剤を使用せず，バ

しい高値を示している。すなわち，甲状腺癌の発育速　　　セドウ氏病の手術に際しては術前処置としてメルカゾ

度乃至悪性度とエネルギー代謝の様相とは密接な関　　　一ルのみを用いた。

係を有している。なお，細胞増殖の著明なバセドウ甲　　　　　9　測定方法

状腺腫の好気的解糖作用組織呼吸比は正常値以下のこ　　　MDH活性の測定①はオキザロ酢酸を基質とし，

とが多く，甲状腺癌とは逆のエネルギー代謝を行なつ　　　補酵素であるdiphosphoPyridine　nucleQtideの還

ていることを明らかにした。　　　　　　　　　　　　元型，すなわちD『PNHの一定時間内における減少量

　以上の結節性甲状腺腫におけるエネルte’　一一代謝を　　　を分光光度計にて測定した。なおオキザロ酷酸は水
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溶液中では不安建であるので，α一ketoglutaratと　　　　第2表　単純性結節性甲状腺腫の組織malic

asParaginatとからglutamic　oxal’transarninase　　　　　　　dehydrogenase

によつてオキザロ酢酸を生ぜしめ，tc　ssちにMDH活　　　　　コロイド腺腫　　　　　『管状腺腫

性を測定す・方法②を追・・してMDH活性極確認し @N・1氏名圏MDH　N・1氏名【性M・H
た。

　Wrobrewski氏法③に従い，焦性ブドウ酸を基質　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
としDPNHの一定時間内における減少量を分光光度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
計にて測定し・LDH活性値を求めた。　　　　　　　　　4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
　　　　　実験成績　　　　　　　　　　　　　　6

　　　1　組織MDH活性値　　　　　　　　　　　　　　7

　　ユ）対照（正常甲状腺組織）　　　　　　　8
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19．8　　　　　　　　索　 斗」こ　月泉　 腫室
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N・・1氏名1性1M・H　　　11
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7・° @　　　平均128・7111

10．2　　　　　　　　　第3表　甲状腺癌の組織malic　dehydrogenase

・12・o　　　　　　　　　　　乳頭状腺癌　　　　　　単　純　癌

ll：l　　N・1氏名1・・1M・H　N・1氏名1性1MDH

16．5　　　』　　　　　　1

　　　　　　　平・o　1　10，0．　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　2）　単純性結節性甲状腺　　　　　　　　　　　　　　　5

腫単純性結節性甲状腺腫19例の組織MDH活性値は　　　　6

中　島

小　池
（かつら）

青木
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戸　谷

δ
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♀

δ

♀

ll：1名聡lll：l

lli2　平酬28・・

55・0　　総平均　37．8
65，5

濫謬謬鴛器裂。灘譲藻1、、　平酬435
Vz検討する沸2表及び第ユ図の如く，。イ隙黙　　濾胞状腺癌

…一…8・平均・2・6で・・例中・例・・正常随示し’　N・・1氏名固M・H

他の1・例畷度の低値，3例畷度の葡匿を示してい　…7覇▽諜927，2

る・濾胞状願は21・4～34・2・平均28・7・管状脳は　　8三沢932．8

櫨畿驚凝鞭幽鳩これらの｝軍均師
　　3）甲状腺癌
　甲状腺癌10例の組織MDH活性値は第3表及び第1　　濾胞状腺癌は27・2，32・8，平ttl30・　0，藁純癌は25・0・

図の如く20．4〃65．5，総平均37．8で，いずれも高値を　　32．4，平均28・7である。すなわち，乳頭状腺癌は著し

示す。この成績を組織像別に検討すると第3表及び第　　　い高値を示すものが多く，6例中4例は濾胞状腺癌及

ユ図の如く乳頭状腺癌の値は20．4～65・5，平均43・5，　　　び単純癌よりも明らかに高値を示している。
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単純性結節性甲状腺腫 甲状腺癌 バセドウ甲状腺腫

第1図　甲状腺腫の組織malic　dehydrogenase　　　　第4褒　バセドウ甲状腺腫の組織malic
　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dehydrogenase

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Struma　colloides　　　　　　Struma
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　macrofollicularis　　　　parenchymatosa
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　non－proliferans　　　　　　basedowiana

・・．1　・£名圏MDH　N・t氏名囮MDH
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平酬43・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第5表　対照（正常甲状腺組織の）組織1actic
4）パセドウ甲状腺腫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dehydrogenase

及び第1図の如く30．4～63・2，総平均44・6で，一般に

著しい高値を示している。この成績を組織豫別に検討』　　　　　　　f

すると第4表及び第1図の如くStru皿a　colloides　　　　　　　2
macr。f。11i。。1ari、　n。。－P，。1ifer、。、は35、，2．．．5L　O，　　　　3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　．　　　　　　　　　4
平均44．0，Struma　colloides　macrofolllcularis
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
prolifer4nsは30．4～63．2，平均43．5，　Struma　par－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
enchymatosa　basedowianaは38・5～61・0・平均　　　　　　　　7

47・5で・乳頭状腺癌の値とVS　x’同等であつて・濾胞状　　　　　　　　　8

腺癌・単純癌等に比して，むしろ高値を示している。　　　　　　　　　g

たx“し組織像別にはとくに差違を認めがたい。　　　　　　　　　　　　10

バセド岬状樋13例の組織MDH活性値聯4表 @　　N・．1氏名1性1・・H
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16．0唱
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、）1

ﾎ鴨瀦撫，　　　　’平酬1・・
　対照の組織LDH活性値は第5表及び第2図の如く
1．7～18．0，平均10，3であるから甲状腺の組織LDH　　腫は1・7～15・8，平均7・9で全例が正常値である。濾

活性値の正常範囲を1．5～18，0とみなした。　　　　　　胞状腺腫は］8・2ev37・5，平均30・9で・1例を除いてい

　　2）単純性結節性甲状腺腫　　　　　　　　　　　　ずれも高値である。管状腺腫は33．4～422，平均38・8，

　単純性結節性甲状腺腫20例の組織LDH活性値は第　　　索状腺嘘は41・2で，すべて高値を示している。

6表及びe9　2図の如く1．7～422，総平均23．　Oで，正　　　　　3）　甲状腺癌

常値乃至軽度の高値を示している。この成績を組織像　　　　甲状腺癌10例の組織LDH活性値は第7表及び第

別に検討すると，第6表及び第2図の如くコPイド腺　　　2図の如く33．8～95，0，総平均58，4で，一般に高値を
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第6表　単純性結節性甲状腺腫の組織1actic　　　　　　第2図　甲状腺腫の組織lactic　dehydrogenase

　　　dehydrogenase　　　　　　　’

　コロイド腺腫　　　　　　管状腺腫
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単純性結節性甲状腺腫 甲状腺癌 バセドウ甲棚腫

第咳甲状腺癌の組御ac・i・d・hyd・・・…6・　g5…物…9でilる・すなわち，繍LDH騨純

　　．乳頭状朧　　単純癌　　癌・濾胞状隔’撃し蹴騰の順騨離を示し瀬

巫名圏LD咽氏名圏璽織M£H難鷺鑛逆の傾向を和いる゜
1

2

3

4

5

6

戸谷
小池（かつら）
中　島

野本
小　出

青木
　（一人）

9

9
6

♀

♀

6

33「8　　9　寛ナ諒～　9　88’9　　　　パセドウ甲状腺腫12例の組織LDH活性値は第8表

37；2　10小松♀95・0　及び第2図の如くユ7，0～55．7，総平均34．ユでいずれ

39，2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v

44、O
　　　　　　　　　　　　　　　単純癌の値に比べれば低値である。この成績を組織

　　　　　平均19，・9　も離躰す・押状｝膿癌・とくに濾胞状鵬並びに

li：1　総平均58・4像別に検討す・・第・表及び第・図・如く…um・

平均1　42・1　　　　　、。，、－36．、5，平均29．、，，，＿。，。11。、d，s　macr。．

濾胞：1犬腺癌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　follicularis　proliferans　セま17・O・v41・6・　∫TL均30・9・

colloides　macrofollicuiaris　non－・proliferans　ウ言：

N・・1・…名圏・DH　　　ll獄m螺繋y器鶴撒謝≧

　　平均1　73・・　　　　　　m蠕MD晒髄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）　対照　（健康人）

示す。この成績を組織像別に検討すると第7喪及び　　　　対照の血清MDH活性値は第9表及び第3図の如く

第2図の如く乳頭状腺癌は33．8～51．5，平均42．1，濾　　　3～9，平均6・2であるから血清MDH活性値の正常

胞状腺癌1：k　68，　1，79・4，平均73・7，単純癌は88・　9，　　　範囲を3　一一ユ0とみなした。

7　小　森　♀　68・1　　　　　　　　　　　　　　sedowianaは他の二者に比較して高値を示す傾向が

8三沢♀79．4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。
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第8表　バセドウ甲状腺腫の組織1actic　　　　　　　均11．2で，11例中4例が正常値で他の7例はやN高値

　　　dehydrogenase層　　　　　　　　　　　を示している。

Struma　colloides　　　　　　Struma

雪謂織留欝　paζ£黙器欝a『第1・衷単糸掘灘甲状腺腫・鵬m・1・・

Ml氏擁ILDH　N・・1　fc名1性塑Ml氏名i，、1病聯像IM。。
dehydrogenase

1

2

3

4

谷野
田　中

山本

♀

δ

20．811　1小山 6 50．8

26．8　12千国？55・7　　1

柴原雛lll　平均【53・2　・
’　　』　　　2

w’－撃㊧齦?u29．9　響均34・1　1

　Struma　colloides　　　　　　　　　　　　　　　　　6
　macrofollicularis　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

　　proliferans　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

N・・1氏名1性1・DH　　　　　9
　　　　　　　　－一”　　　　　　　　　　　　　　　IO
5

6

7

8

9

10

金　子

堀　内

植野
善財
二村
高橋

9

♀

9

6

♀

♀

17．0

曾根原
小　　　島

松　　本
省　　瀬
塚　　　田
小　　　池
　　（こず二し）

富　　　沢

荻　　　原

安　　　坂

表　　　川

9

6

？

♀

9

9

9

6

耳1

♀

コロイド腺腫

濾胞状腺腫
コロイド腺腫

濾胞状腺腫
コロイド腺腫

管状腺腫
管状腺腫
コロイド腺腫

コロイド腺腫

コロイド丹泉腫

4

5

6

6

6

7

8

8

9

ユ0

28．5　　　　　　　　　平　均　16・9
30．8

33・　2　　　　　　　　第3図甲状腺疾患の血清m、li。
34・5　　　　　　　　　　　dehydr・gen・se
41．6

平酬3・・9

第9蓑　対照（健康人）の血清malic

　　　dehydrogenase

・・N1氏名1性IMDH’

1

2

3

4

5

6

7

西　尾

木村
衣川
嘗内
中　沢

野　邑

小林

6

♀

9

♀

♀

6

♀

3

4

5

7

8

8

9

平酬6・2

　2）単純性結節性甲状腺腫

　単純性結節性甲状腺腫10例の血清MDH活性値は第

10表及び第3図の如く4～10，平均6．9でいずれも正

常値である。

　　3）甲状腺癌

　甲状腺癌7例の血満MDH活性値は第11表及び第

3図の如く4～10，平均7・4でいずれも正常値であ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．W　」血清LDH活性i値

　4）　バセドウ氏病　　　　　』　　　　　　　　　　　　・1）　対照　（健康人）

　バセドウ氏病11例の血清MDH活性値は7～16，平　　　対照の血清LDH活性値は第13表及び第4図の如く

磐瓠

ρ40

、030

，020

1

●

●o
30

．010
1・

．§°i° §・

F°

蕊o

対 単甲 甲 ノ｛

照ハ
純　状性

状
セド

健康乙 結腺節性腫
腺癌

ウ氏病
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第・壊甲状腺癌の血清m・li・d・hydr・9・n・・e　25～36，平均32・0彫るから囎LDH灘値の正常

N・．1氏名i倒鯉繍劇MDH　鞭を25～36とみなした・
1

2

3

4

5

6

7

滝　　　沢

市　　　川

戸　　　田
青　　　木
　　（けEい）

中　　　島

山　　　本

内　　藤

♀

♀

♀

♀

6

♀

3

乳頭状腺癌

乳頭状腺癌

乳頭状腺癌

単　純　癌

乳頭状腺癌

乳頭状腺癌

乳頭状腺癌

一一一一’t @　　　2）単純性結節性甲状腺腫
4
　　　　　単純性結節性甲状腺腫9例の1庭L清LDH活性値は第
6

6　　　14表及び第4図の如く25～34，平均29・7で・いずれも

8　　　　正常値である。

9

9　　第4図甲状腺疾患の血溜lacti・
10　　　　　　　　　　　　　　dehydrogenase

平　　均　　17．・4

第12表　パセドウ氏病の血清malic

　　　dehydrogenase

N司氏名岡細組縮ゆH
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

佐々木

高　橋

小　　山

小　林

北　沢

堀　内

田　中

善　財

山　本

植　野

千　国

♀

♀

♂

9

♀

9

δ

δ

♀

9

♀

Str，　coll，　macrofol1．

proL

St「鴨　coll．　皿acrofo11．

prol．

Str．　parenchy．　base－
dowiana

Str．　parenchy．　base－
dowiana

Str。　coll．　macrofoll．

prol．

Str。　co11．　macrofoll，

PエoL

Str．　co11．　r皿acrofo11，

non－prol．

Str，　co11，　macrQfo11．

pro1。

Str．　co11．　macrofoll．

non－prol・

Str．　co1正，　macrofoll。

prol・

Str．　parenchy，　base－
dowiana

7

8

8

9

11

12

12

13

14

14

16

吸
秘．040

多
3

．030

多●

義ω

；●

襲§

客 o o
含

o

．020

．010

文寸 単甲 甲
ノ｛

照（ 種状
状

セ．

h
健康△ 結腺節性腫

腺癌
ウ氏病

平　均　111．・　第、4蓑単純｛繍1生甲、燃。血清11、，・c

dehydrogenase

第13裏 F購瓢ρ血清’actic　　些L監盗上．1．難越帥聾
N司氏名1性i・DH

1

＿　　　　　　一一i－一・一一一一一　　　　　．　　　　2

1

2

3

4

5

6

7

8

宮　内

中　沢

野　邑

竹　内

衣　川

西　羅

小林
木村

9

♀

6

♂

9

9

？

♀

25　　　　　　　　　　3

26　　　　　　　　4
33　　　　　　　　　　5

33　．　　　　　　　　6

34　　　　　　　　　7
34　　　　　　　　　　8

35　　　　　　　　　　9
36

荻　　　原

曾根原
小　　　島

松　　本
安　　坂
古　　瀬
小　　　池
　　（二ずえ）

宮　　沢
斉　　藤

6

9

6

9

9

♀

9

？

9

コロイド腺腫

コロイド腺腫

濾胞状腺腫
コロイド｝腺ll重

コロイ　ドll泉腫

濾胞｝1犬且泉11雄

管状腺腫
管状腺腫
コロイド腺腫

25

27

28

30

30

31

31

32

34

平　均132．。
平　均　129・7

煽
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　　3）甲状腺癌　　　　　　　　　　　　　　れている。
　甲状腺癌9例の血清LDH活性値は第15表及び第4
図の如く28～42，平均37，1で，9例中3例が正常値で　　　　　　　　　考　　按

あるが，他の6例は」e　X高値を示している。このうち　　　組織呼吸に関与する酵素系は主としてミトコソドリ

最も高い値を示すものは単純癌で，っぎは手術不能の　　　アの中に存在し，その酵素系の一つにMDHがある。

驚卵大の乳頭状腺癌である。　　　　　　　　　　　　　MDHは次の反応を触媒する酵素である。

瀧甜纈の螂DH鵬、28－、。，：認錨・D・NH・H・零瓢。。。・D・N・

平均33・6で，11例中9例が正常値を示し，他の2例は　　　　鷲ザ゜酢酸　　　　　　　　　　リンゴ酸

やx高値を示し，この2例中1例には肝障害が認めら　　　解糖作用に関与する酵素系はチトプラズマ中に存在

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し，その酵素系の一つV＝　LDHがあるe　LDHは次の

　第15衷　甲状腺癌の血清　lactic　dehydrogenase　　　反応を触媒する酵素である④。

祠氏　名
1

2

3

4

5

6

7

8

9

市　　　川

滝　　　沢

松　　　川

小　　　松

中　　　島

戸　　　田

山　　　本

内　　　藤
青　　　木
　　（けさい）

性陣購 ﾛ1・E’lb　．．，NH－t－H－・＃撫＿・
♀

♀

♀

♀

♀

9

3

？

乳頭状腺癌

乳頭状腺癌

乳頭状腺癌

単　純　癌

乳頭状腺癌

乳頭状腺癌
乳頭状腺癌

乳頭状腺癌

単　純　癌

　　　　　　GOOH　　　　　　　　　　CHOH32
　　　　　　焦性7’・vウ酸　　　　　　乳酸』
35

37　　　　　これら脱水＄酵素は体内のあらゆる組織に分布して

39　　　糖質代謝に重要な作用を営み，diphosphopyr1dine

40　　　　nucleotide（DPN）を水素受容体としている。著春

40　　　　は以上の脱水素酵素活性を測定し，組織呼吸並びに解

41　　　　糖作用と関連して比較検討することは結節性甲状腺腫

42　　　　のPネルギー代謝の一端を解明する上に慮義あること

平　　　　均　　　　　　37・1　　　と考えて本研究を行なつた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　組織MDH活性については，　Potter⑤は各種正常

第16表　パセドゥ氏病の血漕lactic　　　　　　　臓器の中では心臓・肝臓が高値を示すことを報告し，

　　　　dehyd「09enase　　　　　　　　　　　　　Dum・nt①は工E常甲状腺の組織MDH活性値は12・7士

N鵡名圏鯉組織像ILDH　2・7であると糖しているカミ藷者の成績では正常甲

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

善．財

北　沢

佐々木

小　山

田　中

堀　内

高　橋

植　野

千　国

小　林

山　本

6

♀

♀

♂

8

♀

♀

9’

9

9

6

Str．　cQll．　macrofol1．

pro1，

Str．　co11．　macrofoll．

pro1．

Str，　co1】。　macrofol1．

prol．

Str．　parenchy．　base－
dowiana

Str．　co11，　macrofo11，

non－pro1，

Str．　co11．　macrofoll．

pro1．

Str．　colL　macrofol1．
proL

Str．　co11．　macrofoll．

prol．

Str．　parenchy．　base－
dowiana

Str．　col1，　macrofon．
prol．

Str．　coU．　macrofoll．
non－prol．

平　　　　均

状腺の組織MDH活性値e：　5・　1～16．　5，平均IO・0であ

28　　　つて，Dumont①の成績とei　y同等である。

　　　　　　Dumont①によればcolloid　adenomaの組織MD
30

　　　　　H活性値は10・4であつて．正常甲状腺の値と同等であ

31　　　るが，follicu］ar　adenomaの値は7．3でやx低値を

32　幽　示すと報告している。著者の成績によれば単純性結節

　　　　　性甲状腺腫の組織MDH活性は組織像によつて異な

33　　　り，コロイド腺腫の多くは正常値を示すが，濾胞状腺

　　　　　腫・管状腺腫。索状腺腫等はいずれも高値を示し，著
33 @者の単雛結鰍甲状樋。囎、よD・・m・n・①鍼

34　　　績と必ずしも一致していない。著者が第一編において

　　　　　述球た如く，コPtイド腺腫の組織呼吸は正常値を示す
34
　　　　　ことが多く，濾胞状腺腫・管状腺腫・索状腺腫等の組

36　　　織呼吸は高値を示すことからみても組織MDH活性の

　　　　　成績は組織唾吸の成績と傾向を一つにしており，著者
39
　　　　　め組織呼吸の成績の妥当牲を支持するものである。

40　　　　癌の組織MDH活性については，　Potter⑤はラツ

133．・驚灘課鼎灘蝶馨tl瓢t、鐡
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マウスの移植癌の組織MDH活性値は低下していると　　明らかに高値を示する報告し，　Hi11⑨もマウス腫瘍組

報告している。しかしながらWenner⑦によればマ　　織の組織LDH活性は高いと報告している。　T。rre－一

ウX肝癌は正常肝組織と同等か，むしろやS高値を示　　　grosa⑩は癌組織のみならず肺癌患老の胸水・胃癌患

すと報告し，水谷⑧は胃癌の組織MDH活性値は高い　　　者の腹水のLDH活性も高値を示すと報告している。

と報告している。以上卿く癌の組織MDH灘礪　著者の囎によれ｝押状腺癌の繍LDH活性は搬
する見解は諸家によつて異なるが，著者の甲状腺癌に　　　に高値を示し，これを組織豫別にみれば乳頭状腺癌・

おける組織MDH活性の成績によれば，乳頭状腺癌の　　濾胞状腺癌・単気癌の順序に次第に高くなることが判

多くは著し塙徹示すが，髄状腺1離びに単純癌　つた・水谷⑧は癌組織のLDH灘は紛化蠣ほど

の組織MDH活性は」F　s高値を示している。著者が第　　　高値を示すと述べているが，この見解は著者の甲状腺

一編において述ぺた如く甲状腺癌の組織呼吸は乳頭状　　　癌における組織LDHの成績とよく一致するものであ

腺癌においては著しい高値を示し，濾胞状腺癌並びに　　　る。しかも著者は第一編において甲状腺癌の好気的並

単純癌においては正常値に近い値を示していることか　　　びに嫌気的解糖作用は乳頭状腺癌・濾胞状腺癌・単気

ら，薯老の甲状腺癌における組織MDH活性値の成績　　　癌の順序に次第に高値を示すと述べたが，著者の組織

は組織呼吸の成績と全く同様の傾向を示すものと考え　　LD耳活性の成績は解糖作用の成績を支持するもので

ら乳る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。
　著者は第一編におけると同様に，細胞増殖の著しい　　　　パセドウ甲状腺腫の組織LDH活性は一般に高値を

バセドウ甲状腺騰についても組織MDH活性の測定を　　　示し，細胞増殖と関係があるものの如く推測される

行つた。Dum。nt①はバセドウ甲状腺願の組織MDH　　　が，甲状腺癌ζくに濾胞状腺癌並びに単糸1琶癌と比較す

活性が高値であることを認め，濾胞上皮の増殖の著し　　れば明らかに低い値である。著者は第一編において述

いものほど組織MDH活性が高値を示すと報告してい　　　べた如く，パセドウ甲状腺瞳においては好気的解1舞i作

るが，著者の成績では増殖の程度と組織MDH樹生と　用はほx’・IE常値で調巨気的解糖作用et高値を示すか

の間には明らかな関係は認められなかつた。なおパセ　　　ら，パセドウ甲状腺唾における組織LDHは主として

ドウ甲状腺腫の組織MDH活性は一般に高値を示し・　　　嫌気的条件下において活性を示すものと考えられる゜

乳頭状腺癌の値とほy同等で，濾胞状腺癌並びに単純　　　血中の諸種酵素活性の上昇は種々の因子によつて左

癌の値よりはむしろ高く，組織呼吸の成績と同様の傾　　右される。すなわち，細胞破壊による酵素の血中遊出

向を示している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　の増加，細胞内産生の上昇，酵素の排泄障害・血中に

　LDHはあらゆる動物組織，とくに心臓・腎臓・肝　　　おける酵素のactivatorの増加等の請因子の影響を

臓・筋肉等に多く含まれている重要な解糖系酵素であ　　　うけて血清酵素活性が上昇する。しかしながらこれら

る。しかしながら正常甲状腺組織或いは甲状腺腫の組　　　諸因子の中では細胞破壊による酵素の血中遊出が最も

織LDH活性を測定した報告は著者の調査した範囲で　　重要であるという④。したがつて細胞の急速な増殖と

は見当らない。著者が正常甲状腺において測定した組　　　破壊を伴う癌の宿主においては血中の各種酵素活性の

織LDH活性値は1・7～18・O，平均10・3であつた。　　　上昇が雄測される。

　単純性結節性甲状腺腫の組織LDH活性を測定する　　　　血清MDH活性f直はSieger⑪が心角あ梗墾において

と，コロイド腺憧はすべて正常値を示したが，その他　　　上昇するζとを報告し，急性肝炎・腎疾患・白血病等

の濾胞状腺腫・管状腺腫・索状腺腫等は明らかな高値　　　把も血清MDH活性の上昇を認めているがtt癌患者の

を示し，乳頭状腺癌と同等の値を示している。これは　　　血清MDH活性に関する研究は少ない。単純性結節1生

薯者の第一編で述べた単純性結節性甲状腺腫における　　　甲状腺腫並びに甲状腺癌とくに乳頭状腺癌の組織MD

解糖作用の成績と傾向を一つにするものであつて，悪　　　H活性は高値を示しているからTこれらにおいては血

性化の可能性の高い腺腫においては解糖系酵素活性が　　　清MDH活性の上昇も一応推測されるe．しかしながら

高いことは興味ある事実である。　　　　　　　　　　　著者の成績では単純性結節性甲状腺腫並びに甲状腺癌

　悪性腫瘍における組織LDH活性値については報告　　　の血蒲MDH活性はいずれも正常値であつte。なおパ

者によつて見解が異なり，Lenta⑥はマウスにおける　　セドゥ氏病におい一（は血清MDH活性がやsi値を示

移植癌の組織LDH活性は低下していると報告してい　　す例がみられるが，パセドウ甲状腺腫においては組織

るが，Wenner⑦は腫瘍組織の組織LDH活性は正常　　MDH活性が高く，しかも全身の物質代謝も充進して

組織のそれと同等であると報告している。これに反し　　　いるので，血清MDHの上昇も一応考えられるが，ま

て，Wroblewski③は悪性腫瘍の組織1，　D　H活性は　　　なパセドウ氏病においては肝機能障害鷺伴うことも多
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いので，血清MDH活性の上昇の機転については解釈　　　同等である。たx＋し組織像別に見ても差異はない。

が困難である。　　　　　’　　　　　　　　　　　　　5）対照（正常甲状腺組織）の組織LDH活性値は

　i血清LDHにっいてはSieger⑪，　Hsieh＠等は心　　　1．7〃18．O，平均10・3であるから甲状腺の組織LDH

筋梗塞における血消LDH活性の上昇を認め，　Horn⑫　　　活性値の正常範囲を1・5～］8・0とみなした。

は肝疾患の血満LDH活性の上昇を報告しているが，　　　　6）単純性結節性甲状腺腫の組織LDH活性値は

癌患者の血清LDH活性が高値を示すことはHill⑭　　1・7～42．2，平均23・0である。組織懲別にはコロイド

によつて最初に報告された。Hill⑭によれば悪性腫瘍　　　腺腫はすべて正常値を示し，濾胞状腺腫・管状腺腫・

5ユ例中49例（96％）に血清LDH活性の上昇を認め，　　　索状腺腫はいずれも高値を示している。

良｛生腫瘍ではすぺて正常値であるといい，Wu⑯，花　　　　7）甲状腺癌の組織LDH活性値は33・　8・－95・　O，平

城⑯等も悪性腫瘍における血清LDH活性の上昇を認　　　均58．4で，→般に高く，組織像別には単純癌・濾胞状

め，血清LDH活性値の測定は癌の補助的診断法とし　　　腺癌・乳頭状腺癌の順序に高値を示し，組織MDHと

て意義があると述べている。また松羅⑰は甲状腺癌の　　　ほX’逆の傾向を示している。

血清LDH活性値は2例中1例が高値であつたと報告　　　　8）バセドウ甲状腺腫の組織LDH活姓値は17・0～

している。薯者の成績では単純性結節性甲状腺腫はす　　　55・7，平均34，1で、一般に高く，組織の増殖傾向と関

べて正常値であつて，甲状腺癌も予期に反して9例中　　係がある様である。

6例が軽度の上昇を示すのみで，他は正常値であっ　　　　9）対照（健康人）の血清MDH活性値は3～91

た。このうち最も高値を示すものは単純癌であって，　　　平均6．2であって，単純性結節性甲状腺腫並びに．甲状

つぎは驚卵大の乳頭状腺癌で手術不能例であつた。以　　　腺癌は正常値を示し，パセドウ氏病は正常値或いはや

上の如く甲状腺癌において血清LDH活性値の著明な　　1）一高値を示している。

上昇が認められないのは，甲状腺癌の発育が比較的緩　　　10）対照（健康人）の血清LDH活性値は25～36，

嘩であること，主病巣が小さく，かつ厚い結合織性被　　　平均32・0であつて・単純性結節性甲状腺腫は正常値を

膜におエわれて発育するものが多いrと等によって酵　　　示し，甲状腺癌は多くはや転高値を示し，バセドウ氏

素の」血中への遊出が少ないものと推測される。　　　　　病はほSt正常値を示している。

　バセドウ氏病の血清LDH活性に関しては花城⑩は　　　11）之を要するに，結節性甲状腺腫の組織MDH活

バセドウ氏病の2例はいずれも正常値であつたと述べ　　　性値並びにLDH活性値の戒績は第一編における組織

ているが，著者の成績によればパセドウ氏病11例中　　　呼吸並びに解糖作用の成績と全く同様の傾向を示し，

9例が正常値であつて，他の2例も正常値に近い値を　　　その妥当性を支持するものである。血清MDH活性値

示している。この2例中1例には肝障害を認めてい　　　並びにLDH活性値は結節性甲状腺腫においては署し

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い変動を示さず，従って特別の意義を認めがたい。

　　　　　　結　　論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　献
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513, 1954. @Wu, C, P.:Gastroenterplog, 42: rnal thyroid was observed to be 10.3 on the

580, 1962, @lewtmees:Hueas.,55:853, 1958. average, ranging 1.7N18.0. Therefore. the

@tE25re ws.fiE:rcraee*, 13:2487, 1958. normal value of the tissue LDH activity of

                                             the thyroid is regarded to be in the range of

          ABSTRACT 1.5.v18.0.
   MDH activity and LDH activity in the 6) -The tissue LDH activity of sirnple
tissue and serum of nodular goiters were nodular goiter was observed to be 23.0 on the

measured with spectrophotometer, and the average, ranging 1.7"v42.2. Investigating the

following results were obtained. results histologicallY, it was observed that
    1) The tissue MDH activity of the nor- the tissue LDH activity of colloid adenoma

mal thyroid was observed to be 10,O on the was within the normal range, but follicular

average, ranging 5.IN16.5. Therefore, the adenoma, tubu!ar adenoma and embryonal

normal value of the tissue MDH activity of adenoma showed higher valttes than the nor-

                              'the thyroid is regarded to be in the range of mal,

5.0N17.0. 7) The tissue LDH aetivity of thyroid
    2) The tissue MDH activity of sirnple cancer was observed to be 58,4 on the'ave-

nedular goiter was observed to be 22,3 on the ' rage, ranging 33.8N95.0, which wss generally

average, ranging 4.2tv38.4. Investigating the higher value. Investigating the results histo--

results histologically, it was observed that logically, it was observed that the tissue

the tissue MDH aetivity of colloid adenoma LDH activity ･increased in order of anaplastic

showed the normal value in 5 eut of 9 cases carcinema, follicular carcinoma and papM4ry･
                                                                                    'and showed the value similar to the normal carcinoma, showing a inverse tendency of the

in the othet 4 cases, But the tissue MDH tissue MDH activity of thyroid cancer,

activity ' of fallicular adenorna, tubular ade-- 8),The tissue LDH activity of toxic

noma and einbryonal adenoma was observed diffuse goiter was observect to be 34･1 on the

in all cases to be higher then the' normal ' average, ranging 17.0.v55.7, which was ggne-

range, rally higher valtre. It may be supposed that
    3) The tissue MDH activity of thyroid there is a significant relation between the

cancer was observed to be 37,8 on the ave-- tissue LDH activity and the proliferation of

rage, ranging 20.4A.65,5, which was generally epithelial cells of toxic diffuse goiter.

higher than the normal value, Investigating 9) The serum MDH activity of normal

the results histo!ogically, is was observed subjects was observed to be 6.2 on the ave-

that' the tissue MDH activity of papillary ,rage, ranging 3N9, The serum MDH activity
                        'carcinoma had a tandency to be higher than of simple nodular golter and thyroid cancer
that of anaplastic carcinoma and follicular was also within thg normal range, and' that of

 toxic diffuse goiter was egual to or slightly

    4) The tissue MDH activity of toxic 'highes than the normal range.
diffuse goiter was observed to be 37.8 on the ' 10) The sururn LDH activity of normal

average, ranging 20.4N65.5, which was higher subjects was observed to be 32･O on the

than the tissue MDH activity of follicular average, ranging, 25N36., The serum LDH
                                                                       '                                  'carcinoma or anaplastic aarcinorna, and was activity of simple nodular goiter and toxic

the value simil.ar to papMary carcinorna, From diffuse goiter was within the norrna! range,

the histological point of view, it was observed and that of thyroid cancer was in most of

that there was no significant difference in cases slightly higher than the normal range.

toxic diffuse goiter. ' 11) These resul,ts lead to the following
     5) The tissue LDH activity of the nor-- conclnsions; The results of the tissue MD"
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aetivity and LDH activity of nodular goiters activity which was obtained in nodular goi-

show completely the sa-me tendency to the ters, Since there is no remarkable difference

results of the tissue respiration and glycoly- in the serum MDH activity and LDH activity

sis, and these facts support a propriety of the of each nodular goiter, no significancy of

results of the tissue MDH activity and LDH those activities is able tg be noted.
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